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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝送周波数帯域を複数の周波数ブロックに分割し、前記周波数ブロックごとに各移動局
への無線リソースを割り当てる基地局を含む移動通信システムであって、
　前記基地局は、各移動局における下りリンク信号ＳＩＲ(signal to interference rati
o)および前記下りリンク信号ＳＩＲに基づき算出される下りリンク信号ＳＩＲ劣化率に基
づき周波数ブロック割当情報を作成する周波数ブロック割当情報作成手段と、
　前記周波数ブロック割当情報に基づき前記無線リソースを各周波数ブロックに割り当て
る無線リソース割当手段とを含み、
　前記下りリンク信号ＳＩＲ劣化率は、所定数の無線フレーム各々における下りリンク信
号ＳＩＲのうち、所定閾値を下回ったＳＩＲの回数を無線フレーム数で除算した値である
ことを特徴とする移動通信システム。
【請求項２】
　前記周波数ブロック割当情報作成手段は、前記下りリンク信号受信状態劣化率を前記下
りリンク信号受信状態の補正値に換算する関係式を保持することを特徴とする請求項１記
載の移動通信システム。
【請求項３】
　周波数ブロック割当の基準となる下りリンク信号受信状態の値は、所定数の無線フレー
ムにおける下りリンク信号受信状態の平均値から前記下りリンク信号受信状態の補正値を
減算した値であることを特徴とする請求項２記載の移動通信システム。
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【請求項４】
　伝送周波数帯域を複数の周波数ブロックに分割し、前記周波数ブロックごとに各移動局
への無線リソースを割り当てる基地局を含む移動通信システムにおける無線リソース割当
方法であって、
　前記基地局は、各移動局における下りリンク信号ＳＩＲ(signal to interference rati
o)および前記下りリンク信号ＳＩＲに基づき算出される下りリンク信号ＳＩＲ劣化率に基
づき周波数ブロック割当情報を作成する周波数ブロック割当情報作成ステップと、
　前記周波数ブロック割当情報に基づき前記無線リソースを各周波数ブロックに割り当て
る無線リソース割当ステップとを含み、
　前記下りリンク信号ＳＩＲ劣化率は、所定数の無線フレーム各々における下りリンク信
号ＳＩＲのうち、所定閾値を下回ったＳＩＲの回数を無線フレーム数で除算した値である
ことを特徴とする無線リソース割当方法。
【請求項５】
　前記周波数ブロック割当情報作成ステップは、前記下りリンク信号受信状態劣化率を前
記下りリンク信号受信状態の補正値に換算する関係式を保持することを特徴とする請求項
４記載の無線リソース割当方法。
【請求項６】
　周波数ブロック割当の基準となる下りリンク信号受信状態の値は、所定数の無線フレー
ムにおける下りリンク信号受信状態の平均値から前記下りリンク信号受信状態の補正値を
減算した値であることを特徴とする請求項５記載の無線リソース割当方法。
【請求項７】
　伝送周波数帯域を複数の周波数ブロックに分割し、前記周波数ブロックごとに各移動局
への無線リソースを割り当てる基地局であって、
　各移動局における下りリンク信号ＳＩＲ(signal to interference ratio)および前記下
りリンク信号ＳＩＲに基づき算出される下りリンク信号ＳＩＲ劣化率に基づき周波数ブロ
ック割当情報を作成する周波数ブロック割当情報作成手段と、
　前記周波数ブロック割当情報に基づき前記無線リソースを各周波数ブロックに割り当て
る無線リソース割当手段とを含み、
　前記下りリンク信号ＳＩＲ劣化率は、所定数の無線フレーム各々における下りリンク信
号ＳＩＲのうち、所定閾値を下回ったＳＩＲの回数を無線フレーム数で除算した値である
ことを特徴とする基地局。
【請求項８】
　前記周波数ブロック割当情報作成手段は、前記下りリンク信号受信状態劣化率を前記下
りリンク信号受信状態の補正値に換算する関係式を保持することを特徴とする請求項７記
載の基地局。
【請求項９】
　周波数ブロック割当の基準となる下りリンク信号受信状態の値は、所定数の無線フレー
ムにおける下りリンク信号受信状態の平均値から前記下りリンク信号受信状態の補正値を
減算した値であることを特徴とする請求項８記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムおよびその無線リソース割当方法ならびに基地局に関し、
特に伝送周波数帯域を複数の周波数ブロック（ＲＢ：resource block）に分割し、ＲＢご
とに各移動局への無線リソースを割り当てる（スケジューリングする）移動通信システム
およびその無線リソース割当方法ならびに基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線伝送に使用される周波数帯域が比較的狭帯域であれば、その帯域内での受信レベル
は一定であるものとして取り扱うことができる。しかし、それが広帯域となると、受信レ
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ベルの周波数依存性が顕著となり、それを一定値で近似することは適切ではない。
【０００３】
　そこでこの種の移動通信システムでは、伝送周波数帯域を複数の周波数ブロック（ＲＢ
）に分割し、ＲＢごとに各移動局への無線リソースを割り当てる無線リソース割当方法が
採用されている。
【０００４】
　図６は従来の移動通信システムの一例の構成図である。同図を参照すると、従来の移動
通信システムの一例は、上位レイヤ１０１と、基地局１０２と、１個または複数の移動局
１０３－１～１０３－ｎ（ｎは正の整数）とを含んで構成される。
【０００５】
　基地局１０２は、スケジューラ１１１と、データチャネル復号部１１２と、制御チャネ
ル復号部１１３と、制御チャネル生成部１１４と、データチャネル生成部１１５と、パイ
ロットチャネル生成部１１６と、復調部１１７と、チャネル推定部１１８と、変調部１１
９と、無線部１２０と、アンテナ１２１とを含んで構成される。
【０００６】
　移動局１０３－１～１０３－ｎはそれぞれアンテナ１３１－１～１３１－ｎを含んで構
成される。
【０００７】
　基地局１０２のデータチャネル生成部１１５は、上位レイヤ１０１から到来するデータ
２０１を無線チャネルに整合するデータ形式へ変換し、誤り訂正符号化してデータ２０２
として変調部１１９へ送る。その変換には、無線フレームサイズあるいはその倍数となる
ようなサイズへの変換を含む。
【０００８】
　制御チャネル生成部１１４は、スケジューラ１１１から制御チャネル情報（データチャ
ネルの変調方式、符号化率に関するパラメータ、占有するＲＢ番号等）を受け取り、誤り
訂正符号化し、制御チャネルのデータフォーマットへ変換してデータ２０３として変調部
１１９へ出力する。
【０００９】
　パイロットチャネル生成部１１６は、パイロットパタン２０４を生成し変調部１１９へ
出力する。
【００１０】
　変調部１１９は、スケジューラ１１１からのＲＢ割当情報２０５に基づいて、制御チャ
ネルのデータ２０３、データチャネル送信データ２０２、パイロットチャネル送信データ
２０４を、送信信号中の各ＲＢへ割り当てて送信信号２０６を形成し、無線部１２０へ出
力する。この送信信号２０６の形成には、各データの変調、拡散の処理を含む。
【００１１】
　無線部１２０は、送信信号２０６をＲＦ帯域の信号に変換して送信信号２０７としてア
ンテナ１２１へ出力する機能と、アンテナ１２１の受信信号をベースバンド信号２０８に
変換して復調部１１７へ出力する機能とを有する。なお、信号２０７はＲＦ帯域の送信信
号と受信信号の両方を表す。
【００１２】
　チャネル推定部１１８は、受信信号２０８から逆拡散処理によりチャネル推定値を求め
、データ２０９として復調部１１７へ出力する。
【００１３】
　復調部１１７は、チャネル推定値を示すデータ２０９と制御チャネル復号結果を示すデ
ータ２１０とに基づき、受信信号２０８からデータチャネルのデータを復調し、軟判定値
２１１を生成する機能を有する。
【００１４】
　この復調機能には受信データに対する逆拡散および復調の計算を含む。復調部１１７は
またチャネル推定値を示すデータ２０９に基づいて、受信信号２０８から制御チャネルデ
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ータを復調し、軟判定値２１２を計算する機能を有する。
【００１５】
　データチャネル復号部１１２は、データチャネルの軟判定値２１１を誤り訂正復号する
機能を有する。復号後のデータ２１３は上位レイヤ１０１へ出力される。
【００１６】
　制御チャネル復号部１１３は、制御チャネルの軟判定値２１２を誤り訂正復号し、デー
タ２１４としてスケジューラ１１１へ出力する機能を有する。
【００１７】
　一方、無線フレームごとに受信品質（ＳＩＲ：signal to interference ratio）を測定
し、それら測定値から受信品質変動量を測定し、その受信品質変動量に応じて変調モード
を選択する無線伝送システムが開示されている（たとえば、特許文献１参照）。
【００１８】
　また、システムに割り当てられた全周波数帯域を複数の周波数ブロックに分割し、分割
された周波数ブロックごとに無線リソースを割り当てる周波数スケジューリングに関する
発明が開示されている（たとえば、特許文献２および３参照）。
【００１９】
　また、ＳＩＲの大小でブロック分けを行い、ＳＩＲに応じて適切な変調方式を周波数ブ
ロックごとに決定する無線通信装置が開示されている（たとえば、特許文献４参照）。
【００２０】
【特許文献１】特開２００５－１３６７７３号公報（段落０００６、００１１、００１２
、００１６および図２）
【特許文献２】特開２００６－０５０５４５号公報（段落０００４，００１５、００６９
および図２）
【特許文献３】特開２００６－２３７８９７号公報（段落０００２～０００４、００１４
、０１１４および図３）
【特許文献４】特開２００６－２８７７５８号公報（段落０００３，００２２～００２４
および図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　しかし、従来のこの種の移動通信システムでは、基地局がＲＢへのリソース割り当てを
決定する際、移動局のＳＩＲの時間方向の変動が考慮されておらず、ＳＩＲの測定値ある
いは平均値だけが考慮されているため、フェージングのようなＳＩＲの深い落ち込みが発
生するような伝搬環境に対しては必ずしも全体のスループットを最適化するようなリソー
ス割り当てになっていないという課題がある。
【００２２】
　すなわち、従来のこの種の移動通信システムは、各移動局のデータをどのＲＢに割り当
てるかについて決定する（スケジューリングする）際、各移動局が受信した下りリンクＳ
ＩＲまたはその平均値を基準としている。
【００２３】
　各移動局はシステム使用帯域内の全ＲＢに対するＳＩＲ（または複数のＲＢをグループ
化し、各グループの一つに一つのＳＩＲ）を計算する機能を有し、計算結果を上り制御チ
ャンネルによって基地局へ通知する。
【００２４】
　図７は従来の周波数ブロック（ＲＢ）とＳＩＲ平均値との関係の一例を示すグラフ、図
８は従来の周波数ブロック（ＲＢ）の時間と周波数との関係の一例を示すグラフである。
【００２５】
　たとえば、図７に示すように、移動局１におけるＳＩＲがＲＢ０およびＲＢ１において
比較的高く、移動局２におけるＳＩＲがＲＢ２およびＲＢ３において比較的高い場合には
、移動局１，２宛のデータをそれぞれＲＢ０と１、ＲＢ２と３へ割り当て、システム全体
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のスループットが最適になるようにする。この結果、無線フレームのフォーマットとして
みれば、図８に示すようにＲＢ０～３に割り当てられた移動局１および２宛のデータが同
時に送信されることになる。
【００２６】
　ところが、フェージング環境であると、平均ＳＩＲだけを指標にＲＢ割当をしたのでは
必ずしも全体のスループットを最適にできるとは限らない。その理由は、フェージング環
境下ではＳＩＲの落ち込みが深く、誤り訂正符号により訂正できないデータが発生しスル
ープットが低下するが、そのような場合であっても、ＳＩＲが良好な時間区間が比較的長
時間存在すれば、平均ＳＩＲ値の上では、ＳＩＲ劣化は少ない場合があるためである。
【００２７】
　すなわち、従来技術に示すように、各移動局の平均ＳＩＲだけを基準としたのでは、フ
ェージングで生じるようなＳＩＲの急激な落ち込みによる移動局での復号誤りの発生状況
、すなわちスループットの低下が、ＲＢ割当の際に反映されにくくなるという課題がある
。
【００２８】
　一方、上記特許文献１～４のいずれにもこの課題を解決する手段は開示されていない。
【００２９】
　そこで本発明の目的は、フェージングのようなＳＩＲの深い落ち込みが発生するような
伝搬環境に対して、全体のスループットを最適化するようなリソース割り当てが可能な移
動通信システムおよびその無線リソース割当方法ならびに基地局を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　前記課題を解決するために本発明による移動通信システムは、伝送周波数帯域を複数の
周波数ブロックに分割し、前記周波数ブロックごとに各移動局への無線リソースを割り当
てる基地局を含む移動通信システムであって、前記基地局は、各移動局における下りリン
ク信号ＳＩＲ(signal to interference ratio)および前記下りリンク信号ＳＩＲに基づき
算出される下りリンク信号ＳＩＲ劣化率に基づき周波数ブロック割当情報を作成する周波
数ブロック割当情報作成手段と、前記周波数ブロック割当情報に基づき前記無線リソース
を各周波数ブロックに割り当てる無線リソース割当手段とを含み、前記下りリンク信号Ｓ
ＩＲ劣化率は、所定数の無線フレーム各々における下りリンク信号ＳＩＲのうち、所定閾
値を下回ったＳＩＲの回数を無線フレーム数で除算した値であることを特徴とする。
を含むことを特徴とする。
【００３１】
　また、本発明による無線リソース割当方法は、伝送周波数帯域を複数の周波数ブロック
に分割し、前記周波数ブロックごとに各移動局への無線リソースを割り当てる基地局を含
む移動通信システムにおける無線リソース割当方法であって、前記基地局は、各移動局に
おける下りリンク信号ＳＩＲ(signal to interference ratio)および前記下りリンク信号
ＳＩＲに基づき算出される下りリンク信号ＳＩＲ劣化率に基づき周波数ブロック割当情報
を作成する周波数ブロック割当情報作成ステップと、前記周波数ブロック割当情報に基づ
き前記無線リソースを各周波数ブロックに割り当てる無線リソース割当ステップとを含み
、前記下りリンク信号ＳＩＲ劣化率は、所定数の無線フレーム各々における下りリンク信
号ＳＩＲのうち、所定閾値を下回ったＳＩＲの回数を無線フレーム数で除算した値である
ことを特徴とする。
【００３２】
　また、本発明による基地局は、伝送周波数帯域を複数の周波数ブロックに分割し、前記
周波数ブロックごとに各移動局への無線リソースを割り当てる基地局であって、各移動局
における下りリンク信号ＳＩＲ(signal to interference ratio)および前記下りリンク信
号ＳＩＲに基づき算出される下りリンク信号ＳＩＲ劣化率に基づき周波数ブロック割当情
報を作成する周波数ブロック割当情報作成手段と、前記周波数ブロック割当情報に基づき
前記無線リソースを各周波数ブロックに割り当てる無線リソース割当手段とを含み、前記
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下りリンク信号ＳＩＲ劣化率は、所定数の無線フレーム各々における下りリンク信号ＳＩ
Ｒのうち、所定閾値を下回ったＳＩＲの回数を無線フレーム数で除算した値であることを
特徴とする。
【００３３】
　ここで、本発明の作用を述べる。本発明は、各移動局における下りリンク信号受信状態
（たとえばＳＩＲ）のフェージングによる劣化状況を無線リソース割当時に考慮すること
によって、スループットを向上させることを特徴とする。
【００３４】
　本発明に係るスケジューラは各移動局向け下りリンクデータのＲＢへの割当を決定する
。その決定の際に用いられるパラメータとして、従来から使用されている平均値ＳＩＲを
用いるほか、本発明ではフェージングによるＳＩＲの急激な劣化の発生状況を考慮したＳ
ＩＲ劣化率を用いる。
【００３５】
　ＳＩＲ劣化率は、ＳＩＲの落ち込みをＳＩＲ閾値と比較し、集計対象の時間区間におい
てＳＩＲがＳＩＲ閾値よりも下回った無線フレーム数の割合とする。なお、ＳＩＲ閾値は
、誤り訂正符号の復号時に訂正できない誤りが生じるようなＳＩＲに設定する。
【００３６】
　各移動局ごとに、各ＲＢにおけるＳＩＲ劣化率を求め、これを無線リソース割当時のパ
ラメータへ導入することにより、個々の移動局宛のデータをどのＲＢへ割り当てれば全体
のスループットが向上するかを従来よりも正確に推定することが可能となる。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明によれば、上記構成を含むため、フェージングのようなＳＩＲの深い落ち込みが
発生するような伝搬環境に対して、全体のスループットを最適化するようなリソース割り
当てが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下、本発明の実施例について添付図面を参照しながら説明する。図１は本発明に係る
移動通信システムの一例の構成図である。なお、前述の図６と同様の構成部分には同一の
番号を付す。本発明に係る移動通信システムが図６記載の従来例と異なる点はＳＩＲ劣化
率計算部１２５を有する点である。
【００３９】
　図１を参照すると、本発明に係る移動通信システムの一例は、上位レイヤ１０１と、基
地局１０２と、１個または複数の移動局１０３－１～１０３－ｎ（ｎは正の整数）とを含
んで構成される。
【００４０】
　基地局１０２は、スケジューラ１１１と、データチャネル復号部１１２と、制御チャネ
ル復号部１１３と、ＳＩＲ劣化率計算部１２５と、制御チャネル生成部１１４と、データ
チャネル生成部１１５と、パイロットチャネル生成部１１６と、復調部１１７と、チャネ
ル推定部１１８と、変調部１１９と、無線部１２０と、アンテナ１２１とを含んで構成さ
れる。
【００４１】
　移動局１０３－１～１０３－ｎはそれぞれアンテナ１３１－１～１３１－ｎを含んで構
成される。
【００４２】
　無線部１２０は、アンテナ１２１により受信されたＲＦ帯域の受信信号をベースバンド
帯域の受信信号２０８へ変換する機能と、ベースバンド帯域の送信信号２０６をＲＦ帯域
の送信信号へ変換する機能を有する。
【００４３】
　チャネル推定部１１８は、受信信号２０８から逆拡散処理によりチャネル推定値を求め
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、データ２０９として復調部１１７へ出力する。
【００４４】
　復調部１１７は、チャネル推定値を示すデータ２０９と制御チャネル復号結果を示すデ
ータ２１０とに基づき、受信信号２０８からデータチャネルのデータを復調し、軟判定値
２１１を生成する機能を有する。この復調機能には受信データに対する逆拡散処理および
複素信号を軟判定データへ復調する計算を含む。復調部１１７はまたチャネル推定値を示
すデータ２０９に基づいて受信信号２０８から制御チャネルデータを復調し、軟判定値２
１２を計算する機能を有する。
【００４５】
　データチャネル復号部１１２は、データチャネルの軟判定値２１１を誤り訂正復号する
機能を有する。復号後のデータ２１３は上位レイヤ１０１へ出力される。
【００４６】
　制御チャネル復号部１１３は、制御チャネルの軟判定値２１２を誤り訂正復号する機能
を有する。その復号結果のうち無線パラメータ（変調方式等）を示すデータ２１０を復調
部１１７へ送り、復調部１１７ではその無線パラメータを利用してデータチャネルを復調
する。
【００４７】
　制御チャネル復号部１１３は、また制御チャネル上にマッピングされている各移動局の
ＳＩＲを抽出しスケジューラ１１１とＳＩＲ劣化率計算部１２５の両方へ送る。
【００４８】
　ＳＩＲ劣化率計算部１２５は、ＳＩＲおよびＳＩＲ閾値を入力とし、各無線フレームの
ＳＩＲがＳＩＲ閾値を下回った回数を、直近の無線フレームおよびそこから過去へ一定個
数だけ遡った無線フレームまでに対して合計する機能を有する。
【００４９】
　図２は受信信号のＳＩＲと時間との関係の一例を示すグラフである。同図を参照すると
、たとえば集計時点から１２無線フレームだけ遡った集計範囲に対して、ＳＩＲがＳＩＲ
閾値を下回った回数は２回なので、ＳＩＲ劣化率は２／１２＝０．１７となる。なお、こ
の集計の対象は、１以上の値（単位は無線フレーム）を任意に設定できる構成とし、たと
えば平均ＳＩＲの計算対象である無線フレームと同一にできるようにしておく。
【００５０】
　図１に戻り、スケジューラ１１１は各移動局のＳＩＲ２１４およびＳＩＲ劣化率２２０
を入力し、各移動局のＳＩＲ２１４およびＳＩＲ劣化率２２０に基づき、各移動局へのデ
ータをどのＲＢへ割り当てるかを決定し、これをＲＢ割当情報２０５により変調部１１９
へ通知する。
【００５１】
　データチャネル生成部１１５は、上位レイヤ１０１から到来するデータ２０１を無線チ
ャネルに整合するデータ形式へ変換し、誤り訂正符号化してデータ２０２として変調部１
１９へ送る。その変換には、無線フレームサイズあるいはその倍数となるようなサイズへ
の変換を含む。
【００５２】
　制御チャネル生成部１１４は、スケジューラ１１１から制御チャネル情報（データチャ
ネルの変調方式、符号化率に関するパラメータ、占有するＲＢ番号等）を受け取り、誤り
訂正符号化し、制御チャネルのデータフォーマットへ変換してデータ２０３として変調部
１１９へ出力する。
【００５３】
　パイロットチャネル生成部１１６は、パイロットパタン２０４を生成し変調部１１９へ
出力する。
【００５４】
　変調部１１９は、スケジューラ１１１からのＲＢ割当情報２０５に基づいて、制御チャ
ネルのデータ２０３、データチャネルのデータ２０２、パイロットチャネルのデータ２０
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４を、送信信号中の各ＲＢへ割り当てて送信信号２０６を形成し、無線部１２０へ出力す
る。この送信信号２０６の形成には、各データの変調、拡散の処理を含む。
【００５５】
　送信信号２０６は無線部１２０にてＲＦ帯域信号２０７へ変換され、アンテナ１２１を
介して送信される。
【００５６】
　このＲＦ帯域信号２０７は各移動局１０３－１～１０３－ｎによって受信され、復調お
よび復号されるが、各移動局１０３－１～１０３－ｎにおける実施の形態は従来と同様で
ある。すなわち、各移動局１０３－１～１０３－ｎは下りパイロットチャネルの逆拡散結
果の平均値および分散から各無線フレームごとにＳＩＲを計算する。次に、各移動局１０
３－１～１０３－ｎはＳＩＲを各無線フレームごとに上り制御チャネルによって基地局１
０２へ通知する。
【００５７】
　次に、本発明に係る移動通信システムの一例の動作について図１および図３を参照しな
がら詳細に説明する。図３は本発明に係る移動通信システムの一例の動作を示すフローチ
ャートである。
【００５８】
　受信信号２０８が復調部１１７へ与えられると、復調部１１７はその受信信号２０８を
逆拡散および復号して信号２１２として制御チャネル復号部１１３へ出力する（図３のス
テップＳ１）。
【００５９】
　制御チャネル復号部１１３は上り制御チャネルデータを誤り訂正復号し、復号結果のデ
ータから各移動局１０３－１～１０３－ｎにおけるＳＩＲを抽出し、データ２１４をＳＩ
Ｒ劣化率計算部１２５とスケジューラ１１１との両方に送る（図３のステップＳ２）。
【００６０】
　ＳＩＲ劣化率計算部１２５は、個々の移動局１０３－１～１０３－ｎについて、ＳＩＲ
を示すデータ２１４が「ＳＩＲ劣化率の集計区間においてＳＩＲ閾値を下回った回数」を
カウントし、そのカウント結果からＳＩＲ閾値を下回った割合を計算し、その計算結果を
スケジューラ１１１に送る（図３のステップＳ３）。
【００６１】
　スケジューラ１１１は、移動局１０３－１～１０３－ｎごとのＳＩＲおよびＳＩＲ劣化
率に基づき、各移動局１０３－１～１０３－ｎ宛のデータのＲＢへの割当を決定する（図
３のステップＳ４）。
【００６２】
　次に、スケジューラ１１１における無線リソース割当方法について説明する。図４は補
正ＳＩＲとＳＩＲ劣化率の関係の一例を示すグラフ、図５は無線リソース割当方法の一例
を示すフローチャートである。
【００６３】
　スケジューラ１１１は図４に示すＳＩＲ劣化率と補正ＳＩＲとの関係式（式１とする）
を保持している。そして、入力されたＳＩＲ劣化率を式１を用いて補正ＳＩＲへ移動局１
０３－１～１０３－ｎごとに変換する（図５のステップＳ１１）。
【００６４】
　ここで、補正ＳＩＲとは、ＳＩＲ劣化率が平均ＳＩＲに換算してどれだけのスループッ
ト劣化に相当するのかを示すものである。この変換方法はＳＩＲ劣化率と補正ＳＩＲとの
関係が一意に定義できるものであれば、関数を定義する、あるいは変換表を用いる等どの
ような方法でもよい。
【００６５】
　なお、図４に示すように、補正ＳＩＲはＳＩＲ劣化率が“０”付近あるいは“０．５”
を超えＳＩＲ落ち込みが頻発する場合は“０”とする。一方、ＳＩＲ劣化率が比較的小さ
い場合は、平均ＳＩＲへＳＩＲ落ち込みが反映され難いので、補正ＳＩＲは比較的大きく
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なる。
【００６６】
　次に、スケジューラ１１１は補正ＳＩＲ２２０と平均ＳＩＲ２１４とからＲＢ割当基準
ＳＩＲを移動局１０３－１～１０３－ｎごとに計算する（図５のステップＳ１２）。
【００６７】
　その計算は次に示す式２による。
ＲＢ割当基準ＳＩＲ＝平均ＳＩＲ－補正ＳＩＲ　　（式２）
【００６８】
　次に、スケジューラ１１１は最終的にＲＢ割当基準ＳＩＲに基づいて各ＲＢへ各移動局
１０３－１～１０３－ｎ宛のデータを割り当てる（図５のステップＳ１３）。
【００６９】
　すなわち、各ＲＢへ各移動局１０３－１～１０３－ｎごとに、ＲＢ割当基準ＳＩＲが大
きなＲＢへ、その移動局宛のデータを割り当てるようにする。
【００７０】
　図３のフローチャートに戻り、スケジューラ１１１は各移動局１０３－１～１０３－ｎ
ごとのＲＢ割当情報２０５を制御チャネル生成部１１４および変調部１１９へ送る（図３
のステップＳ５）。
【００７１】
　制御チャネル生成部１１４はＲＢ割当情報２０５を下りリンク制御チャネルの伝送フォ
ーマット内に入れ、制御チャネル送信データ２０３として変調部１１９へ送る（図３のス
テップＳ６）。
【００７２】
　データチャネル生成部１１５は変調部１１９へデータチャネル送信データ２０２を送る
（図３のステップＳ７）。
【００７３】
　このデータチャネル送信データ２０２は上位レイヤ１０１から各移動局１０３－１～１
０３－ｎ宛の送信データ２０１としてデータチャネル生成部１１５へ送られ、データチャ
ネル生成部１１５にて誤り訂正符号化されたデータである。
【００７４】
　パイロットチャネル生成部１１６は変調部１１９へパイロット送信データ２０４を送る
（図３のステップＳ８）。
【００７５】
　なお、上記ステップＳ６～Ｓ８の処理順序は任意であり、また同時処理も可能である。
【００７６】
　次に、変調部１１９は制御チャネル送信データ２０３、データチャネル送信データ２０
３、パイロットチャネル送信データ２０４を、無線フレーム上のＲＢへマッピングする（
図３のステップＳ９）。
【００７７】
　この時、少なくともデータチャネルについてはＲＢ割当情報２０５に応じたマッピング
を行い、下りリンクの全移動局に対するスループットが最適化されるようにする。
【００７８】
　次に、変調部１１９は無線部１２０へマッピングされた下りリンク送信データ２０６を
送り、この下りリンク送信データ２０６を受け取った無線部１２０はアンテナ１２１を介
してデータ２０７を送信する（図３のステップＳ１０）。
【００７９】
　以上説明したように、本発明によれば、各移動局宛送信データのＲＢ割当を決定する際
の指標として、フェージング環境におけるＳＩＲの深い落ち込みの発生率（ＳＩＲ劣化率
）を導入したので、従来のような平均ＳＩＲだけを指標とした場合に比べて、各ＲＢにお
ける実現スループットとＳＩＲとの関係がより精度よく推定され、移動局全体へのスルー
プットを改善することが可能となる。
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【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】本発明に係る移動通信システムの一例の構成図である。
【図２】受信信号のＳＩＲと時間との関係の一例を示すグラフである。
【図３】本発明に係る移動通信システムの一例の動作を示すフローチャートである。
【図４】補正ＳＩＲとＳＩＲ劣化率の関係の一例を示すグラフである。
【図５】無線リソース割当方法の一例を示すフローチャートである。
【図６】従来の移動通信システムの一例の構成図である。
【図７】従来の周波数ブロック（ＲＢ）とＳＩＲ平均値との関係の一例を示すグラフであ
る。
【図８】従来の周波数ブロック（ＲＢ）の時間と周波数との関係の一例を示すグラフであ
る。
【符号の説明】
【００８１】
　１０１　上位レイヤ
　１０２　基地局
　１０３　移動局
　１１１　スケジューラ
　１１２　データチャネル復号部
　１１３　制御チャネル復号部
　１１４　制御チャネル生成部
　１１５　データチャネル生成部
　１１６　パイロットチャネル生成部
　１１７　復調部
　１１８　チャネル推定部
　１１９　変調部
　１２０　無線部
　１２１　アンテナ
　１２５　ＳＩＲ劣化率計算部
　１３１　アンテナ
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              特開２００２－３４５０４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００５／０１３５２５（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２００６／１０４１０２（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開平０８－００８８０２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　７／２４－　７／２６
              Ｈ０４Ｗ　４／００－９９／００
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